
その後の相場は？ 
（2017年11月24日） 

（株）ワカバヤシ・エフエックス・アソシエイツ 
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セミナー資料から 
トレンド分析（ローソク足・月足） 
中長期の相場はどちらに向いているかトレンドを探る。 
上げ下げトレンドの期間はどの位続いているか？ 
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ドル/円の月足のその後（2017年11月21日現在） 
11月足は途中までですが、陰線の気配を漂わせ、上値は⑥の抵抗線で止められ
ています。⑦－1は106円60銭～80銭に位置しています。 
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セミナー資料から 
トレンド分析（ローソク足・日足）１ 
短期の相場はどちらに向いているかトレンドを探る。 
赤はトレンドラインだが、青は比較的長めで対応 
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ドル/円の日足その後（2017年11月21日現在） 
③の抵抗線に止められて、⑤のサポートを抜いているので、ドル安リスクが高くなってい
ます。当面は④のサポートラインで止まるかがポイントで、抜けた場合は④と⑤のスター
ト時点108円が視野に入ります。 
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ドル/円日足（2017年11月23日現在）・・・レンジ幅が変わるか？ 
大きなレンジ108円～114円50銭の中間緩衝域である赤のゾーンにいます。 
上限にいる滞空時間が長かったので、111円を切り、108円方向の可能性が強くなってい
ます。 
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セミナー資料から 
ユーロ/ドル（月足） 
③の下抜け後、現在は③までの戻り。現状ではP&Fの垂直カウンティングの戻りと一致。 
③を越えると①1.29や②1.31が見えてくる 
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ユーロ/ドルの月足その後（2017年11月21日現在） 
結局③の抵抗線を実態で抜けず、過去の下値トライした③－1で完全に止められました。
現在は緑の④を下抜き、最大で⑤までの下落余地があります。 
逆に③－1を上抜けば、②が視界に入ります。 
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セミナー資料から 
ユーロ/円月足 
2010年から3回大きなトレンドが変わる（青の○印で確認） 
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ユーロ/円の月足その後（2017年11月21日現在） 
長期ではユーロ高を維持していますが、過去の高値135円で止められました。短中期では①を下
抜けたことでユーロ高調整入りです。押し目余地は②の120円割れ、③の115円付近が目安になっ
ています。サポートラインは切り上がっているので、あくまで現在のレベルです。 
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セミナー資料から 
ユーロ/円4（ローソク足・週足） 
上昇ライン③を下抜き調整局面入り。次のサポートは④（前頁の①）、場合により⑤が狙い目にな
る。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

©2017/WFXA 
11 



ユーロ/円週足その後（2017年11月21日現在） 
一度下抜けた③の抵抗線まで戻り上値をやったが、再度⑥のサポートを下抜け。 
⑦を抜き返さない限りはユーロ高下の調整が続きます。 
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セミナー資料から 
豪ドル/円月足チャート 
長期は①を下回ったことで②が抵抗線で、③の豪ドル安トレンドライン。 
現在は一度上抜き④のトレンドライン、加えてボリンジャーバンドの上下限越えを確認 

① 

② 

③ 

④ 

©2017/WFXA 
13 



豪ドル/円月足その後（2017年11月21日現在） 
依然トレンドライン④内に留まっているが、下抜くか、トレンドラインを維持できるか
正念場。仮に下抜けた場合は⑤まで見ておく必要がでてきます。 
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豪ドル/円週足で検証（2017年11月21日現在） 
既に週足では豪ドル上昇トレンドラインを下抜き、当面は赤いラインの83円程度ま
での下押し余地が広がっている。 

④ 
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相場参入のタイミング 
ワカバヤシエフエックスアソシエイツ 

（2017年11月24日） 



ドル/円日足チャート 
➀の抵抗線上抜けで買う、②のサポート抜けるまで上値追い、陰線トウバで当面の高値で③の抵抗線できる 
この時点でも基本はドル押し目買い、押しで④のサポートでき、③の抵抗線抜けてから買い、④の下抜き注意。⑤のサ
ポートできる。通常は様子見。⑤を抜けてから売り場探し、ここで⑦のラインが出来、これと平行の⑦－１を引く、 
その後はトレンドラインがドル安に変わり、現在は⑥と⑦のサポートを切る。⑥は4月以降の111円～111円50銭のレンジ中
間点。ここでの売りは控える。この先⑦に回帰したら、ドル安トレンドなので買いは軽めに⑦－１を上値目途にドル戻り売り。 
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P&F（50銭X3） 
9月8日の底値107円32銭から11月6日の114円73銭までのドル上げで、一度も2円のドル下押しが
無かったことを示す。その後、114円をスタートに1円50銭下落（112円50銭タッチ）で○印記入 
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